
○
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
九
十
四
号

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十

八
号
）
第
四
十
七
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
派
遣
先
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
指
針
（
平
成
十
一
年
労
働
省
告
示

第
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

第
二
の
六
の

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（一）

労
働
者
派
遣
契
約
の
締
結
に
当
た
っ
て
講
ず
べ
き
措
置

(一)
イ

派
遣
先
は
、
労
働
者
派
遣
契
約
の
締
結
に
当
た
っ
て
、
派
遣
先
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
労
働
者
派

遣
契
約
の
契
約
期
間
が
満
了
す
る
前
に
労
働
者
派
遣
契
約
の
解
除
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
は
、
派
遣
先
は

派
遣
労
働
者
の
新
た
な
就
業
機
会
の
確
保
を
図
る
こ
と
及
び
こ
れ
が
で
き
な
い
と
き
に
は
少
な
く
と
も
当
該

労
働
者
派
遣
契
約
の
解
除
に
伴
い
当
該
派
遣
元
事
業
主
が
当
該
労
働
者
派
遣
に
係
る
派
遣
労
働
者
を
休
業
さ

せ
る
こ
と
等
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
損
害
で
あ
る
休
業
手
当
、
解
雇
予
告
手
当
等
に
相
当

す
る
額
以
上
の
額
に
つ
い
て
損
害
の
賠
償
を
行
う
こ
と
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
、
労
働
者

派
遣
の
期
間
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
派
遣
元
事
業
主
と
協
力
し
つ
つ
、
当
該
派
遣
先
に
お
い
て
労
働
者

派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
よ
う
と
す
る
期
間
を
勘
案
し
て
可
能
な
限
り
長
く
定
め
る
等
、
派
遣
労
働
者
の



雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
に
必
要
な
配
慮
を
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

ロ

派
遣
先
は
、
労
働
者
派
遣
契
約
の
締
結
に
当
た
っ
て
、
労
働
者
派
遣
の
終
了
後
に
当
該
労
働
者
派
遣
に
係

る
派
遣
労
働
者
を
雇
用
す
る
場
合
に
、
当
該
雇
用
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
派
遣
元
事
業
主
の
求
め
に
応

じ
、
派
遣
先
が
当
該
労
働
者
派
遣
の
終
了
後
に
当
該
派
遣
労
働
者
を
雇
用
す
る
意
思
が
あ
る
場
合
に
は
、
当

該
意
思
を
事
前
に
派
遣
元
事
業
主
に
示
す
こ
と
、
派
遣
元
事
業
主
が
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

百
四
十
一
号
）
そ
の
他
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
、
又
は
届
出
を
し
て
職
業
紹
介
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
場
合
に
は
、
派
遣
先
は
職
業
紹
介
に
よ
り
当
該
派
遣
労
働
者
を
雇
用
し
、
派
遣
元
事
業
主
に
当
該

職
業
紹
介
に
係
る
手
数
料
を
支
払
う
こ
と
等
を
定
め
、
こ
れ
ら
の
措
置
を
適
切
に
講
ず
る
こ
と
。

第
二
の
六
の

に
標
題
と
し
て
「
労
働
者
派
遣
契
約
の
解
除
の
理
由
の
明
示
」
を
付
す
る
。

（五）

第
二
の
七
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七

適
切
な
苦
情
の
処
理

適
切
か
つ
迅
速
な
処
理
を
図
る
べ
き
苦
情

(一)

派
遣
先
が
適
切
か
つ
迅
速
な
処
理
を
図
る
べ
き
苦
情
に
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
等
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
。

苦
情
の
処
理
を
行
う
際
の
留
意
点
等

(二)

派
遣
先
は
、
派
遣
労
働
者
の
苦
情
の
処
理
を
行
う
に
際
し
て
は
、
派
遣
先
の
労
働
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年



法
律
第
百
七
十
四
号
）
上
の
使
用
者
性
に
関
す
る
代
表
的
な
裁
判
例
や
中
央
労
働
委
員
会
の
命
令
に
留
意
す
る

こ
と
。
ま
た
、
派
遣
先
は
、
派
遣
労
働
者
の
苦
情
の
申
出
を
受
け
る
者
、
派
遣
先
に
お
い
て
苦
情
の
処
理
を
行

う
方
法
、
派
遣
元
事
業
主
と
派
遣
先
と
の
連
携
の
た
め
の
体
制
等
を
労
働
者
派
遣
契
約
に
お
い
て
定
め
る
と
と

も
に
、
派
遣
労
働
者
の
受
入
れ
に
際
し
、
説
明
会
等
を
実
施
し
て
、
そ
の
内
容
を
派
遣
労
働
者
に
説
明
す
る
こ

と
。
さ
ら
に
、
派
遣
先
管
理
台
帳
に
苦
情
の
申
出
を
受
け
た
年
月
日
、
苦
情
の
内
容
及
び
苦
情
の
処
理
状
況
に

つ
い
て
、
苦
情
の
申
出
を
受
け
、
及
び
苦
情
の
処
理
に
当
た
っ
た
都
度
、
記
載
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
を

派
遣
元
事
業
主
に
通
知
す
る
こ
と
。
ま
た
、
派
遣
労
働
者
か
ら
苦
情
の
申
出
を
受
け
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

当
該
派
遣
労
働
者
に
対
し
て
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

第
二
の
九
の

中
「
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
」
の
下
に
「
、
労
働
者
派
遣
法
第
四
十
条
第
三
項
に
定
め
る
も
の

(一)

の
ほ
か
」
を
加
え
、
「
診
療
所
、
給
食
施
設
等
」
を
「
診
療
所
等
」
に
、
「
第
四
十
条
第
三
項
」
を
「
第
四
十
条
第
六

項
」
に
改
め
、
「
賃
金
水
準
、
」
を
削
り
、
同
九
の

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(二)

労
働
者
派
遣
に
関
す
る
料
金
の
額

(二)

派
遣
先
は
、
労
働
者
派
遣
に
関
す
る
料
金
の
額
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
指
揮
命
令
の
下
に
労
働
さ
せ

る
派
遣
労
働
者
の
就
業
の
実
態
、
労
働
市
場
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
当
該
派
遣
労
働
者
の
賃
金
水
準
が
、
当
該

派
遣
労
働
者
の
従
事
す
る
業
務
と
同
種
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
労
働
者
の
賃
金
水
準
と
均
衡
が
図
ら
れ
た
も

の
と
な
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
、
派
遣
先
は
、
労
働
者
派
遣
契
約
の
更
新
の
際
の
労
働



者
派
遣
に
関
す
る
料
金
の
額
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
指
揮
命
令
の
下
に
労
働
さ
せ
る
派
遣
労
働
者
の
就

業
の
実
態
、
労
働
市
場
の
状
況
等
に
加
え
、
当
該
派
遣
労
働
者
が
従
事
す
る
業
務
の
内
容
及
び
当
該
業
務
に
伴

う
責
任
の
程
度
並
び
に
当
該
派
遣
労
働
者
に
要
求
す
る
技
術
水
準
の
変
化
を
勘
案
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
。

第
二
の
九
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

教
育
訓
練
・
能
力
開
発

(三)

派
遣
先
は
、
そ
の
指
揮
命
令
の
下
に
労
働
さ
せ
る
派
遣
労
働
者
に
対
し
て
労
働
者
派
遣
法
第
四
十
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
よ
う
配
慮
す
る
ほ
か
、
派
遣
元
事
業
主
が
労
働
者
派
遣
法
第
三
十
条
の

二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
派
遣
元
事
業
主
か
ら
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、

派
遣
元
事
業
主
と
協
議
等
を
行
い
、
派
遣
労
働
者
が
当
該
教
育
訓
練
を
受
講
で
き
る
よ
う
可
能
な
限
り
協
力
す

る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
た
当
該
教
育
訓
練
に
係
る
便
宜
を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
派

遣
元
事
業
主
が
行
う
そ
の
他
の
教
育
訓
練
、
派
遣
労
働
者
の
自
主
的
な
能
力
開
発
等
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る

こ
と
。

第
二
の
十
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
一

派
遣
元
事
業
主
と
の
労
働
時
間
等
に
係
る
連
絡
体
制
の
確
立

派
遣
先
は
、
派
遣
元
事
業
主
の
事
業
場
で
締
結
さ
れ
る
労
働
基
準
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
時
間
外
及
び
休
日



の
労
働
に
関
す
る
協
定
の
内
容
等
派
遣
労
働
者
の
労
働
時
間
の
枠
組
み
に
つ
い
て
派
遣
元
事
業
主
に
情
報
提
供
を

求
め
る
等
に
よ
り
、
派
遣
元
事
業
主
と
の
連
絡
調
整
を
的
確
に
行
う
こ
と
。

ま
た
、
労
働
者
派
遣
法
第
四
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
、
派
遣
先
は
派
遣
先
管
理
台
帳
に
派
遣
就

業
を
し
た
日
ご
と
の
始
業
及
び
終
業
時
刻
並
び
に
休
憩
時
間
等
を
記
載
し
、
こ
れ
を
派
遣
元
事
業
主
に
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
派
遣
先
は
、
適
正
に
把
握
し
た
実
際
の
労
働
時
間
等
に
つ
い
て
、
派
遣
元
事

業
主
に
正
確
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
。

第
二
の
十
四
の

か
ら

ま
で
以
外
の
部
分
中
「
第
四
十
条
の
二
」
の
下
に
「
及
び
第
四
十
条
の
三
」
を
加
え
、
「

（一）

（三）

の
防
止
の
確
保
」
を
「
及
び
派
遣
就
業
を
望
ま
な
い
派
遣
労
働
者
が
派
遣
就
業
に
固
定
化
さ
れ
る
こ
と
の
防
止
」
に
、

「
ご
と
の
同
一
」
を
「
（
以
下
「
事
業
所
等
」
と
い
う
。
）
ご
と
」
に
、
「
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
」
を
「
労
働
者

派
遣
法
第
四
十
条
の
二
第
二
項
の
」
に
改
め
、
「
継
続
し
て
労
働
者
派
遣
」
の
下
に
「
（
同
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
十
四
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
役
務
の
提
供
を
受
け
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
事

業
所
等
に
お
け
る
組
織
単
位
ご
と
の
業
務
に
つ
い
て
、
派
遣
元
事
業
主
か
ら
三
年
を
超
え
る
期
間
継
続
し
て
同
一
の
派

遣
労
働
者
に
係
る
労
働
者
派
遣
」
を
加
え
、
同
十
四
の

中
「
事
業
所
そ
の
他
派
遣
就
業
の
場
所
」
を
「
事
業
所
等
」

（一）

に
、
「
課
、
部
、
事
業
所
全
体
等
」
を
「
工
場
、
事
務
所
、
店
舗
等
」
に
、
「
部
署
と
」
を
「
事
業
所
そ
の
他
の
場
所

か
ら
」
に
改
め
、
同
十
四
の

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（二）

事
業
所
等
に
お
け
る
組
織
単
位
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
派
遣
法
第
四
十
条
の
三
の
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提

(二)



供
を
受
け
る
期
間
の
制
限
の
目
的
が
、
派
遣
労
働
者
が
そ
の
組
織
単
位
の
業
務
に
長
期
間
に
わ
た
っ
て
従
事
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
派
遣
就
業
を
望
ま
な
い
派
遣
労
働
者
が
派
遣
就
業
に
固
定
化
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と

に
あ
る
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
判
断
す
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
課
、
グ
ル
ー
プ
等
の
業
務
と
し
て
の
類
似
性
や
関

連
性
が
あ
る
組
織
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
組
織
の
長
が
業
務
の
配
分
や
労
務
管
理
上
の
指
揮
監
督
権
限
を
有
す

る
も
の
で
あ
っ
て
、
派
遣
先
に
お
け
る
組
織
の
最
小
単
位
よ
り
も
一
般
に
大
き
な
単
位
を
想
定
し
て
お
り
、
名

称
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
実
態
に
よ
り
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
小
規
模
の
事
業
所
等
に

お
い
て
は
、
組
織
単
位
と
組
織
の
最
小
単
位
が
一
致
す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
。

第
二
の
十
四
の

中
「
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
て
い
た
派
遣
先
が
」
を
「
派
遣
先
は
、
労
働
者
派
遣
の

（三）

役
務
の
提
供
を
受
け
て
い
た
当
該
派
遣
先
の
事
業
所
等
ご
と
の
業
務
に
つ
い
て
、
」
に
改
め
、
同
十
四
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

派
遣
先
は
、
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
て
い
た
当
該
派
遣
先
の
事
業
所
等
に
お
け
る
組
織
単
位
ご

(四)
と
の
業
務
に
つ
い
て
、
同
一
の
派
遣
労
働
者
に
係
る
新
た
な
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
場
合
に
は

、
当
該
新
た
な
労
働
者
派
遣
の
開
始
と
当
該
新
た
な
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
受
入
れ
の
直
前
に
受
け
入
れ
て
い

た
労
働
者
派
遣
の
終
了
と
の
間
の
期
間
が
三
月
を
超
え
な
い
場
合
に
は
、
当
該
派
遣
先
は
、
当
該
新
た
な
労
働

者
派
遣
の
役
務
の
受
入
れ
の
直
前
に
受
け
入
れ
て
い
た
労
働
者
派
遣
か
ら
継
続
し
て
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提

供
を
受
け
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
。



派
遣
先
は
、
当
該
派
遣
先
の
事
業
所
等
ご
と
の
業
務
に
つ
い
て
派
遣
元
事
業
主
か
ら
三
年
間
継
続
し
て
労
働

(五)
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
派
遣
可
能
期
間
の
延
長
に
係
る
手
続
を
回
避
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
当
該
労
働
者
派
遣
の
終
了
後
三
月
が
経
過
し
た
後
に
再
度
当
該
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提

供
を
受
け
る
よ
う
な
、
実
質
的
に
派
遣
労
働
者
の
受
入
れ
を
継
続
す
る
行
為
は
、
同
項
の
規
定
の
趣
旨
に
反
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
二
の
十
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
五

派
遣
可
能
期
間
の
延
長
に
係
る
意
見
聴
取
の
適
切
か
つ
確
実
な
実
施

意
見
聴
取
に
当
た
っ
て
の
情
報
提
供

(一)

派
遣
先
は
、
労
働
者
派
遣
法
第
四
十
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
過
半
数
労
働
組
合
等
（
同
項
に
規

定
す
る
過
半
数
労
働
組
合
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
し
、
派
遣
可
能
期
間
を
延
長
し
よ
う
と
す
る
際
に

意
見
を
聴
く
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
派
遣
先
の
事
業
所
等
ご
と
の
業
務
に
つ
い
て
、
当
該
業
務
に
係
る
労
働
者

派
遣
の
役
務
の
提
供
の
開
始
時
（
派
遣
可
能
期
間
を
延
長
し
た
場
合
に
は
、
当
該
延
長
時
）
か
ら
当
該
業
務
に

従
事
し
た
派
遣
労
働
者
の
数
及
び
当
該
派
遣
先
に
期
間
を
定
め
な
い
で
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
の
数
の
推
移
に
関

す
る
資
料
等
、
意
見
聴
取
の
際
に
過
半
数
労
働
組
合
等
が
意
見
を
述
べ
る
に
当
た
り
参
考
と
な
る
資
料
を
過
半

数
労
働
組
合
等
に
提
供
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
派
遣
先
は
、
意
見
聴
取
の
実
効
性
を
高
め
る
観
点
か

ら
、
過
半
数
労
働
組
合
等
か
ら
の
求
め
に
応
じ
、
当
該
派
遣
先
の
部
署
ご
と
の
派
遣
労
働
者
の
数
、
各
々
の
派



遣
労
働
者
に
係
る
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
た
期
間
等
に
係
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

こ
と
。

十
分
な
考
慮
期
間
の
設
定

(二)

派
遣
先
は
、
過
半
数
労
働
組
合
等
に
対
し
意
見
を
聴
く
に
当
た
っ
て
は
、
十
分
な
考
慮
期
間
を
設
け
る
こ
と
。

異
議
へ
の
対
処

(三)
イ

派
遣
先
は
、
派
遣
可
能
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
に
対
し
て
過
半
数
労
働
組
合
等
か
ら
異
議
が
あ
っ
た
場
合

に
、
労
働
者
派
遣
法
第
四
十
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
意
見
へ
の
対
応
に
関
す
る
方
針
等
を
説
明

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
意
見
を
勘
案
し
て
当
該
延
長
に
つ
い
て
再
検
討
を
加
え
る
こ
と
等
に
よ
り
、
当

該
過
半
数
労
働
組
合
等
の
意
見
を
十
分
に
尊
重
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

ロ

派
遣
先
は
、
派
遣
可
能
期
間
を
延
長
す
る
際
に
過
半
数
労
働
組
合
等
か
ら
異
議
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て

、
当
該
延
長
に
係
る
期
間
が
経
過
し
た
場
合
に
こ
れ
を
更
に
延
長
し
よ
う
と
す
る
に
当
た
り
、
再
度
、
過
半

数
労
働
組
合
等
か
ら
異
議
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
意
見
を
十
分
に
尊
重
し
、
派
遣
可
能
期
間
の
延
長
の
中

止
又
は
延
長
す
る
期
間
の
短
縮
、
派
遣
可
能
期
間
の
延
長
に
係
る
派
遣
労
働
者
の
数
の
削
減
等
の
対
応
を
採

る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
た
上
で
、
そ
の
結
論
を
よ
り
一
層
丁
寧
に
当
該
過
半
数
労
働
組
合
等
に
説
明
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

誠
実
な
実
施

(四)



派
遣
先
は
、
労
働
者
派
遣
法
第
四
十
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

か
ら

ま
で
の
内
容
を
含
め
、

(一)

(三)

派
遣
可
能
期
間
を
延
長
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
過
半
数
労
働
組
合
等
か
ら
の
意
見
の
聴
取
及
び
過
半
数

労
働
組
合
等
が
異
議
を
述
べ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
過
半
数
労
働
組
合
等
に
対
す
る
派
遣
可
能
期
間
の
延
長
の

理
由
等
の
説
明
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
誠
実
に
こ
れ
ら
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る

こ
と
。

第
二
の
十
七
中
「
雇
入
れ
時
」
の
下
に
「
及
び
作
業
内
容
変
更
時
」
を
加
え
、
「
行
え
る
よ
う
、
派
遣
労
働
者
」
を

「
行
え
る
よ
う
、
当
該
派
遣
労
働
者
」
に
、
「
努
め
る
等
」
を
「
努
め
る
こ
と
、
派
遣
元
事
業
主
が
健
康
診
断
等
の
結

果
に
基
づ
く
就
業
上
の
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
、
当
該
措
置
に
協
力
す
る
よ
う
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ
れ

に
応
じ
、
必
要
な
協
力
を
行
う
こ
と
等
」
に
改
め
る
。


